
2008年度第1四半期 第1四半期 増減 達成率（単位：億円）
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 ▲ 2,201 ▲ 1,975 ▲ 226 b ▲ 9,600 23%貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ▲ 25 ▲ 18 ▲ 7 ▲ 50 50%利 息 （ 受 取 利 息 差 引 後 ） ▲ 36 ▲ 30 ▲ 6 ▲ 300 12%受 取 配 当 金 539 381 158 1,600 34%有 価 証 券 損 益 ▲ 2 209 ▲ 211 ｄ固 定 資 産 損 益 30 7 23 e ▲ 300 -60%そ の 他 の 損 益 151 55 96 f法 人 税 等 ▲ 642 ▲ 529 ▲ 113 ▲ 3,300 19%少 数 株 主 持 分 ▲ 145 ▲ 125 ▲ 20 ▲ 550 26%持 分 法 に よ る 投 資 損 益 339 327 12 g 1,800 19%非 継 続 事 業 に 係 る 損 益 1 1 -            -                 -基 礎 収 益 (*1) 2,0042,0042,0042,004 1,6291,6291,6291,629 375375375375 10,00010,00010,00010,000 20%20%20%20%（*1）基礎収益＝営業利益（貸倒引当金繰入額控除前）＋利息収支＋受取配当金＋持分法による投資損益

増減総 資 産 125,990 117,504 8,486 h株 主 資 本 30,805 28,735 2,070 i有利子負債 GROSS  (*4) 45,293 41,836 3,457 ｊ有利子負債 NET  (*4) 36,313 34,219 2,094（有利子負債倍率 GROSS) （1.5倍） （1.5倍） (   －  )（有利子負債倍率 NET) （1.2倍） （1.2倍） (   －  )(*4) 有利子負債には「FAS133適用による影響額」を含めておりません。
営 業 活 動 に よ る CF 265  …投 資 活 動 に よ る CF ▲ 1,596  …フリーキャッシュフロー ▲ 1,331財 務 活 動 に よ る CF 2,558  …現 金 及 び 現 金 同 等 物の 増 減 額 1,375

2008年度第1四半期
127,50033,00046,50039,000（1.4倍）（1.2倍）

h.【総資産】商品市況の上昇による営業債権の増加、及び上場有価証券の含み益増により総資産は増加。 i.【株主資本】当期純利益の積み上がり、及び上場有価証券の含み益増により株主資本は増加。j.【有利子負債】新規投資の資金需要により有利子負債は増加。
（*2）売上高及び営業利益については、日本の投資家の便宜を考慮して、日本の会計慣行に従い表示しております。      なお、EITF第99-19号に従って収益を表示すると、2008年度第1四半期は16,910億円、2007年度第1四半期は13,344億円となります。（*3）米国会計基準の規定に従い、2007年度第1四半期の実績を修正再表示しております。2008年6月末 2008年3月末(ﾘｽﾃｰﾄ後) 2009年3月末見通し（2008/4/30公表時） 2008年3月末比の増減

143143143143 5,8005,8005,8005,800 24%24%24%24%当 期 純 利 益 1,3721,3721,3721,372 1,2291,2291,2291,229 143143143143 5,8005,8005,8005,800 24%24%24%24%継 続 事 業 か ら の当 期 純 利 益 1,3711,3711,3711,371 1,2281,2281,2281,228
264264264264 7,8507,8507,8507,850 23%23%23%23%継 続 事 業 か ら の税 引 前 利 益 1,8191,8191,8191,819 1,5551,5551,5551,555

6,8506,8506,8506,850 17%17%17%17%ｃ1,1371,1371,1371,137 933933933933 204204204204
a.【売上総利益】原料炭価格の上昇に加え、その他の商品市況も堅調に推移したこと、及び新規連結の影響などにより、売上総利益は前年同期比15%の増益となった。b.【販売費及び一般管理費】新規連結の影響などにより販管費は負担増となった。c.【金融収支】資源関連の受取配当金が増加したことから、金融収支は改善した。d.【有価証券損益】①上場有価証券評価損     ･･･  ▲4 [ ▲4←0]②不良資産償却関連損失     ･･・ ▲40 [ ▲43←▲3 ]③その他株式売却損益等     ･･･ ▲167 [ +45←+212 ] e.【固定資産損益】子会社における固定資産売却益の計上により、固定資産損益は増加した。f.【その他の損益】為替関連損益の改善等により、その他の損益は増加した。g.【持分法による投資損益】海外の資源関連会社の業績が堅調に推移したことにより、持分法投資損益は微増となった。

売 上 総 利 益 3,3633,3633,3633,363 2,9262,9262,9262,926 437437437437 a 16,50016,50016,50016,500 20%20%20%20%営 業 利 益
7,887 250,000 25%売 上 高 62,439 54,552

２００８年度第１四半期連結決算（米国基準）2007年度（ﾘｽﾃｰﾄ後） 2008年度通期業績見通し 前年同期比の増減
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２ ０ ０ ８ 年 ７ 月 ３ １ 日（ 三 菱 商 事 株 式 会 社 ）
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２ ０ ０ ８ 年 ７ 月 ３ １ 日（ 三 菱 商 事 株 式 会 社 ）

【主要指標推移】               2008年度   2007年度               第1四半期  第1四半期    増   減油価（USD/BBL）  116.9      64.8     +52.1(80%の上昇)為替（YEN/USD）  104.6     120.8    △16.2(13%の円高)金利（%)TIBOR     0.84      0.67     +0.17(25%の上昇)

15%の増益22%の増益

12%の増益

商品市況の上昇により運転資金が増加したものの、営業収入や海外資源関連事業からの配当が堅調に推移したことにより資金増ﾌﾟﾗﾝﾄ事業やﾘｰｽ事業への投資実行により資金減運転資金や投資資金の需要増などに対応して資金調達を増加




